
１３）倫理委員会 

委 員 長：上村 哲司 

委 員：東  隆一、五石 圭一、副島 一孝、田中 克己、四ッ柳高敏 

力丸 英明 

外 部 委 員：大磯義一郎、北河 隆之、松村 由美 

開催年月日：適宜 e-mail 委員会 

主 な 議 題： 

１．グアム CST 問題に関連する調査 

２．重篤な遺伝性疾患を対象とした着床前遺伝学的検査（PGT-M）  

３．日本医学会 COI 管理ガイドライン 

活動の概要： 

  １．グアム CST 問題に関連する調査において、調査特別委員会からの報告に対して、 

懲罰に関して外部委員の方々に第３者の立場からご意見を伺った。 

２．日本産科婦人科学会の「重篤な遺伝性疾患を対象とした着床前遺伝学的検査（PGT- 

M）」に関して、日本医学会からその分科会である日本形成外科学会での検討審査に 

対する報告・承認、並びに課題の検討を継続的に行うこと、そして、課題の検討を 

継続的に行う「運営委員会」の設置に関して、検討を行った。遺伝性疾患関連ワー 

キンググループで、日本産科婦人科学会での倫理審議会への対応を行うことを確認 

した。 

 

３．日本医学会 COI 管理ガイドライン一部改定案（論文投稿における COI 手続きの 

簡略化）について 日本形成外科学会編集委員長の桜庭先生と英文誌（JPRS）の編 

集長の多久嶋先生にご意見を頂き、日本医学会のガイドラインの COI 申告の手続き 

の改訂（資料あり）に関して、承認する回答を行った。 

 

１３-ⅰ）遺伝性疾患関連ワーキンググループ 

委 員 長：野口 昌彦 

委 員：上田 晃一、小林 眞司、田中 克己、楊井  哲 

外 部 委 員：髙木紀美代 

活動の概要： 

「着床前遺伝学的検査：PGT-M」出生前診断に関する承認審査への基本診療科の参加 

要望に対する対応（日本医学会からの依頼） 
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論文投稿における COI 手続きの簡略化について 
     日本医学会利益相反委員会委員長 土岐祐一郎 

 
日本医学会のガイドラインでは筆頭著者が全共著者の COI 申告を集めて，投稿時に提出す

るということを推奨しているが，これが責任著者の負担になっている．日本医学会のガイド
ラインは COI 申告の手続きにおいて ICMJE よりも厳格な部分があるのでこれをより柔軟な
対応ができるように変えたい． 
一方で，出版社によっては，COI 申告書の提出を求めず，論文内の記載のみで良いとする

方針を推奨しているところもあるが，医学系雑誌において COI 開示の重要性は高いので引き
続き著者全員の COI 申告書の提出は必須とする． 
電子的手法による COI 申告は著者の負担の減少に有用なので推奨したい． 

 

 
 
参考資料 
 
1. ICMJE Recommendations 

https://www.icmje.org/recommendations/ 
 

2. 日本医学会 COI 管理ガイドライン 2022 
https://jams.med.or.jp/guideline/coi_guidelines_2022.pdf 
 

現在の論文における COI開示について（ 「日本医学会 COI管理ガイドライン 2025」における更新案）    

ICMJE  日本医学会 ガイドライン 2022 日本医学会 ガイドライン 2025 

                                                          

論文記載     投稿時    投稿時    投稿時 

全著者の COI申告書の提出   必須    必須    必須 

ICMJE フォームの使用   義務    努力目標   努力目標 

ICMJE フォームの提出のタイミング 原則 投稿時   投稿時    原則 投稿時 

COI申告書回収     編集者    責任著者   責任著者/編集者 

出版時の COI開示方法   申告書の公開（リンク） 論文への記載   申告書の公開（リンク） 

もしくは        もしくは 

論文への記載         論文への記載 

                                                         

https://www.icmje.org/recommendations/
https://jams.med.or.jp/guideline/coi_guidelines_2022.pdf
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日本医学会 COI 管理ガイドライン一部改定案 
 
30頁（8．自己申告の時期と開示方法 （３）学術雑誌論文著者らの第三者組織・団体との
関わり合い／諸活動／COI 開示 ①著者（author）） 
 

現行（2022）    改定案（2025） 

全著者は，投稿する医学雑誌の COI 指針に
基づき，第三者組織・団体との関わり合い/
諸活動/COI 状態について申告開示しなけ
ればならない．通常，責任著者
(corresponding author) は論文投稿，査
読，および出版のプロセスにおける主たる
連絡責任者であり，著者の詳細情報，倫理
委員会承認，利益相反申告書の回収と最終
確認などの事務的手続きを全て行い，公正
性を保証する役割を担う．また，論文公表
後は，その研究に対する批判や疑義が生じ
た場合には当該雑誌発行者からの要請に応
じ真撃に対応する立場でなければならな
い． 
 

現行（2022） 
 

全著者は，投稿する医学雑誌の COI 指針に
基づき，第三者組織・団体との関わり合い/
諸活動/COI 状態について申告開示しなけ
ればならない．通常，責任著者
(corresponding author) は論文投稿，査
読，および出版のプロセスにおける主たる
連絡責任者であり，著者の詳細情報，倫理
委員会承認，利益相反申告書の回収と最終
確認などの事務的手続きを全て行い，公正
性を保証する役割を担う．また，論文公表
後は，その研究に対する批判や疑義が生じ
た場合には当該雑誌発行者からの要請に応
じ真撃に対応する立場でなければならな
い． 
 

改定案（2025） 

31頁（8．自己申告の時期と開示方法 （３）学術雑誌論文著者らの第三者組織・団体との
関わり合い／諸活動／COI 開示 ①著者（author）） 
 
投稿論文内容に関連したすべての関わり合
い/諸活動/COI 状況に関する詳細情報につ
いては，研究者毎に自己申告した ICMJE 
Disclosure form を提出するとともに資金提
供者の役割(Role of funding sources)，貢献
者(Contributors)，謝辞(Acknowledgment) 
を項目立てて論文の中に適切に記載し，著者
および協力者の役割と責任を明確にしなけ
ればならない(図 5-A). 
 
 
 

 
投稿論文内容に関連したすべての関わり合
い/諸活動/COI 状況に関する詳細情報につ
いては，研究者毎に自己申告した ICMJE 
Disclosure form を提出するとともに資金提
供者の役割(Role of funding sources)，貢献
者(Contributors)，謝辞(Acknowledgment) 
を項目立てて論文の中に適切に記載し，著者
および協力者の役割と責任を明確にしなけ
ればならない(図 5-A).一方，編集者は電子的
手法など著者の負担を考慮した COI 申告書
の回収方法を提案するべきである． 
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